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（15分）
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就学前教育で大切にしていること（＝非認知能力）について紹介する。

6



7



お店屋さんごっこを例に「幼児教育のあそびは学びであること」について考え
る。

・子どもたちの目的・・・お店屋さんごっこ
・その実現の向けての手段・・・「どんなお店にする？」「何をどのくらい用
意する？」「看板は？他には何がいるかな？」と友達と相談しながら目的の達
成に向けて活動を進めていく。

この手段が経験であり、学びとなっていく。子どもにとっての手段が保育者の
目的やねらいである。

このような幼児期に育まれる学びの芽が小学校の学習につながっていく。
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幼児教育の遊びと小学校教育の学びのプロセスも同じ。
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（例）
かわいい花に興味をもったもんちゃんは、自ら関わり水やり
したら喜ぶかな、大きくなるかな、と気付きと思考が交錯す
る。

強い風が吹いてきて倒れそうになると、何とかして風から
守ってやろうと試行錯誤。しかし、努力むなしく花は倒れて
しまい予想したことは失敗してしまう。

その体験から立ち上がり、花を絵にかいて再現しようと表現
する気持ちが芽生える、

このような体験からもんちゃんは、たくさんの学びを得て、
次の体験に生かされていく。
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接続の重要性を各自で整理したのち、3分×２回で交互に説明し合う。

終了後、互いの気付きを共有する。
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